
 

 

▲実際の展示の様子 

報道関係者 各位 

令和５年２月８日 

岩沼市総務部さわやか市政推進課 

 

1,944点の作品展示 

第７回松尾芭蕉「奥の細道」いわぬま二木の松俳句大会 
 

市内小学校５・６年生、中学生を対象として、「岩沼の歴史と文化、自然をたどる観

光地」をテーマにした俳句大会を下記の内容で行いました。 

この大会は、松尾芭蕉が詠んだ俳句に親しみ、俳句の表現の面白さや楽しさを味わ

わせることで、小中学生に郷土岩沼への愛着を持ってもらうことをねらいとしていま

す。 

先日審査が行われ、入選作品・作者も別紙のとおり決まりました。1,944 点の応募

作品は、岩沼市民図書館に展示されています。 

 ぜひ、取材にお越しいただければと思います。 

 

記 

 

【展示期間】 ２月３日(金)～２月２８日(火) 

【場  所】 岩沼市民図書館 ２階まちかどギャラリー 

【対  象】 岩沼市内小学校５・６年生 

       岩沼市内中学校全生徒 

       作品点数 1,944 点 

【入賞者】 市長賞・・・・・４名 

      教育長賞・・・・４名 

      二木の松賞・・１０名 

      ※入選作品・作者 別紙参照 

 

【内  容】   今年度も昨年度同様に、テーマを「岩沼の歴史と文化、自然をたど

る観光地」とし、二木の松、竹駒神社、金蛇水神社、貞山掘、阿武隈

川の５つの場所から選べるようにしました。 

一昨年度が秋の季語。昨年度は冬の季語を用いるようにしましたの

で、今回は春の季語を使うようにして俳句の募集をしました。 

【問合せ】 

岩沼市教育委員会生涯学習課 菊地 

電  話：0223-23-0844 

メール：kyouiku@city.iwanuma.miyagi.jp 
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